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ママたちの挑戦



　～特集～ ママたちの挑
チャレンジ

戦　
　今、南小国町は、子育てしながらも「新たなコト」にチャレンジするママたちにより、にわかに活気づい
ています。今回、1 ～ 2 月に動きがあった 3 名のママにスポットをあて、それぞれのチャレンジとその思い
を紹介します。（聞き手：広報担当 武田）

■荒
あらたけ

武麻
ま や

耶さん
　　Tipi

＜プロフィール＞
　中原住宅在住（南小国在住 5 年目）
　鹿児島県薩摩川内市出身 36 才
　小学生 1 人と保育園生 2 人のママ、5 人家族
　趣味 ･ 特技：パンづくり、バスケットボール

　Tipi（ティピ）というグループの主催者として「ワタシノモクヨウビ」と題したシリーズイベントを企画実施され
ている荒武さん。2/13（木）に開催された「母ちゃんのおにぎり（Tipi）×自家焙煎珈琲（chie's coffee」×
かつお出汁の具だくさん味噌汁（削ラー山本美奈子さん）」を取材させていただきました。

Ｑ）今回のイベントもそうですが、町内・町外を問わず多くの方とともに活動されている姿をよく目にしますが、
それらの方々とは、どういった経緯で繋がったのですか？
　最初は子どもを通した繋がり、そしてその繋がりの中で「こんなことをやってみたい！」と話すと「こんなことやっ
てる人がいるよ！」と別の方を紹介してもらい…といった感じで、繋がりが新たな繋がりへと繋がっています。また、
小国郷内のイベントに行って声をかけたりして自身による繋がりの発掘もしています。

Ｑ）荒武さんは本当に行動力があるなーと常々感じていますが、イベント企画実施の「原動力」は？
　ズバリ、当日の「ワクワク感」と「達成感」です！「誰も
来なかったらどうしよう…」という不安もありますが（笑）

Ｑ）「いつかこんなイベントをやりたい！」といった今後の展
望を教えてください。
　現在はハンドメイド中心ですが、テーマを絞ってちょっとマ
ニアックなイベントをやってみたいと思っています。例えば「パ
ン」「粉もの」「布もの」とか…。そのためにも、これから
も繋がりを広げていくため、色んな方との出会いを大切にし
ていきたいです。

Ｑ）最後に一言
　南小国にもハンドメイドをされている方は、たくさんいらっしゃると思います。不定期ではありますがイベントを
開催していますので、ぜひともお気軽にお立ち寄りください！（フェイスブック「Tipi」で検索）

■河
か わ づ

津美
み な こ

奈子さん
　　Waku

＜プロフィール＞
　中湯田在住（南小国在住 6 年目）
　熊本市出身 35 才
　小学生 1 人と保育園生 2 人のママ、7 人家族
　趣味 ･ 特技：ハンドメイド服づくり

　自身が小学 1 年生の時から始めた書道（現在：師範）の腕を活かした「筆耕※」、そして、出産を機に始めた「ハ
ンドメイドの子ども服・小物づくり」の本格的な制作販売を目的に、町の夢チャレンジ推進事業補助金（以下、夢チャ
レ補助金）を活用して自宅敷地内の納屋を改装したアトリエ「Waku（ワク）」を整備されました。（※筆耕…結
婚式の招待状の宛名や賞状の本文を手書きすること）

Ｑ）元々、子どもの書道教室をされていらっしゃいますよね。
　現在、南小国と南阿蘇の計３会場で教えています。ちなみに南小国会場は、管理センターが毎週金曜日
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15:30 ～、元気プラザが毎週火曜日 15:30 ～となっております。随時生徒募集中です！体験もできますよ！
Ｑ）今回の起業により提供するサービスなど詳しく教えてください。
　・洋服のオーダー制作（子ども ･ 大人とも）
　・小国杉等を活用した各種小物の制作（コースター、アロマキャンドル、レーザー刻印等々）
　・筆耕（町内 3 保育園と中原小学校の卒園 ･ 卒業証書の名前書きもさせていただいております）
　・大人の書道教室：毎週第 2・4 土曜日 19:00 ～＠アトリエ Waku
　・大人の 1day 筆ペン講座：毎週第 2 木曜日 13:00 ～＠アトリエ Waku

Ｑ）今後の「目標」を教えてください。
　観光客向けのワークショップを開催して小
国杉の PR をしたり、南小国産の素材に付加
価値をつけ、ふるさと納税の返礼品としても
採用されるような商品開発を進めていきます！

Ｑ）最後に一言
　同じ中湯田の cafe karin さんに小物等を
置かせていただいております！各種オーダー
･ ご相談等、お気軽にお問い合わせください。（インスタグラム「Waku___（アンダーバー× 3）」で検索）

■北
きたざと

里志
し ほ

保さん
　ワン CAFFE

＜プロフィール＞
　田の原在住（南小国在住 13 年目）
　熊本市出身 48 才
　小学生 1 人のママ、3 人 +2 匹家族
　趣味 ･ 特技：ビールの早飲み（大会 2 連覇の実績有）

　昨年まで銀行にお勤めだった北里さん。退職の理由は「自分の店を持つため ･･･」。
町の夢チャレ補助金を活用して「ワン CAFFE」というドッグラン併設のカフェを 1 月 1 日（本人曰く「ワンワンの
日」）に田の原のファームロード入り口にオープンしました。

Ｑ）収入的にも安定した銀行勤めを辞めての起業ということですが、ご主人の反対はありませんでしたか？
　元々独身時代も起業し花屋をしていたことを主人も知っていたので、また早く何か起業してほしかったみたいで
最初から応援してくれてました！

Ｑ）具体的に起業の検討をはじめたのはいつ頃ですか？また、最終的に起業を決断した理由は何ですか？
　南小国にお嫁に来る前からカフェをやりたいという気持ちはありましたが、資金面や子育て等の問題があり踏
み切れずにいました。そんな思いでいる時に町の夢チャレ補助金のことを知り、子どもが中学に上がるタイミング
を逃すともうチャレンジ出来なくなると思い決断しました。

Ｑ）オープンまで様々なご苦労があったかと思いますが、
最大のピンチは？
　ザーっとした私の性格が何をするにも出てしまい、ピ
ンチの連続でしたよ ( 笑 )。でも、そのピンチも田の原
の先輩方のお力とお知恵により乗り越えることが出来ま
した。本当にありがとうございました！

Ｑ）最後にオススメ商品や PR など
　これからの季節は、傍の桜を眺めながらの花見「カフェラテ」がオススメです！誰もが気軽に休憩してもらえる
カフェにしていきますので、ぜひともお立ち寄りください！犬連れでなくてももちろん大丈夫です。（フェイスブック「ワ
ン CAFFE」で検索）
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　　光ネットワーク
「初期工事費用無料キャンペーン」のお知らせ

　光ネットワークでは、南小国町内のテレビ・インターネット等のサービスを提供しておりますが、
この度、初期工事費用無料キャンペーンを実施しますのでお知らせ致します。

＜期　　間＞　令和２年４月 1 日（水）～６月３０日（水）
　　　　　　　　※加入申込の受付期間ではありません。実際の工事（完了）期間です。
＜条　　件＞　  新規　加入申込者
　　　　　　　　※既に加入されている方も、追加加入される場合は対象となります。
　　　　　　　　※既にテレビのみで加入の方が、新たにインターネットを追加加入される場合も
　　　　　　　　　対象となります。
＜申込受付＞　光ネットワーク南小国事務所にお越しください
　　　　　　　　※「印鑑」を持参ください。
　　　　　　　　※不在の場合がありますので、事前にお電話いただけますと幸いです。
＜そ の 他＞　工事日については、あらかじめ設定した日程を基本に調整させていただきますので

ご了承ください。
尚、周辺に光ケーブル線がきていない場合は、別途自己負担が発生する場合があり
ますので、ご相談ください。

株式会社 光ネットワーク 南小国事務所
〒 869-2401 南小国町赤馬場 143-1（南小国町役場横 CATV 情報センター１F）

☎ ０９６７－４２－１３２０

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第 438 回市（２月 21 日開催）】

単位：円 / ㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 240（本売）
10～13㎝ 410（本売） 380（本売） 340（本売）
14～16㎝ 12,510 11,600 7,400 
18～22㎝ 11,800 10,300 8,500 
24～28㎝ 13,000 10,790 9,500 

30㎝上 12,000 10,000 9,500 

3ｍ

4～9㎝ 145（本売）
10～13㎝ 289（本売）
14～16㎝ 12,800 11,400 6,890 
18～22㎝ 12,000 11,100 2,920 
24～28㎝ 8,600 5,880 

30㎝上 8,600 5,880 

6ｍ
16～22㎝ 18,100 
22～28㎝ 16,810 

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 13,410 8,510 
18～22㎝ 11,000 10,500 
24～28㎝ 13,310 11,600 
30～36㎝ 13,000 

3ｍ
14～16㎝ 8,900 6,000 
18～22㎝ 10,590 6,000 
24～28㎝ 8,600 6,000 

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,040.464 8,975,816 8,626 
桧 71.082 697,987 9,819 

杉、桧 107.880 756,454 7,011 
計 1,219.426 10,430,257 8,554 
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MOGMOG 会を開催しました！  
“MOG（モグ）”という場所にぴったりなイベントが誕生し 
ました。その名も“MOGMOG 会”。1 人 1 品持ち寄れば、 
どなたでも参加できるランチ会です。“１品”は手作りでも 
買ったものでも、おかずでもデザートでも何でも OK！日 
頃“MOG が気になっているけど、なかなか行く機会がない” 
という方に、MOG を気軽に体感してほしいと 1 月 23 日に 
第 1 回目を開催。お昼になると、会員さんやスタッフ、一般 
来場者の皆さんがぞろぞろと集結。それぞれが持参した“１ 
品”がずらりと並び、豪華なランチ会となりました。 

 

起業塾後半戦終了！4 つのアイディアについて約 30 ⼈の町⺠の⽅と公開戦略会議を実施。 
夏季に続き、12 月〜2 月にかけ行われた南小国町で挑戦を 
したい町外の⽅が、フィールドワークを通して町を知り事 
業プランを練る起業塾が終了しました。合計 6 名の方に参 
加いただき、⿊川温泉⼊湯手形の技術継承、有機農業の IoT 
化、地域包括ケアを見通した訪問美容、地域のつながりを育 
む店舗づくりなど、南小国の里山を守り受け継ぐことに資す 
るプランが生まれました。今後、塾生が南小国への移住・起 
業を進めていく予定ですので、ぜひ応援をお願いします！ 

未来づくり通信
社会⼈インターンがやってきました！ 
東京から「南小国未来づくり起業塾（前期）」に参加した荒 
関望さん。もっとじっくり小国郷の暮らしや仕事のあり方に 
触れてみたいと、1月14日から2週間の滞在期間中、MOGの 
業務に携わっていただきました。地域で活躍する農家さん方 
との出会いを重ねるうちに、今まで気にしなかった”つくる人 
たちの顔”が見える豊かさに気付かれたそう。ご自身の得意分野でもある経理経 
験を活かして、「経理講座」も開催。今後も、小国郷との繋がりを保ちつつ、 
東京から小国郷の魅力をどんどん発信していただきたいと思います。     

望さんが書かれた取材記事はこちら▶ 

未来づくり事業とは？ （株）SMO 南小国は、南小国町から業務を受託し、南小国の「上
質な里山」を維持・継承するために「未来づくり事業」に取り組んでいます。 
南小国の未来をつくる数々の挑戦を育む場として、2019 年５月に“未来づくり拠点 MOG”
を開設し、主に以下の取組で町内外の挑戦を後押ししています。 
・起業塾：町内での起業等を目指す町外の⽅向けに、町⺠とつなぎ事業を磨くプログラム 
・戦略会議：町内での起業/新規事業に挑戦したい町⺠向けに、仲間集め・計画づくり等を
サポートするプログラム (例)地産地消を推進する商談会、稼ぎにつながる観光体験 等

（株）SMO 南小国 未来づくり拠点 MOG（南小国町赤馬場 1896−7）☎080-8573-6474
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美しい村を探す～九州・沖縄～
⑪宮崎県　高原町

皇
子
原
公
園
の
花
化
粧

　

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
に
あ
る
「
皇
子
原
公
園
」
で
は
、
３
月

下
旬
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、

約
３
０
０
本
が
咲
き
誇
り
、
公
園
内
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
ま
す
。

　

４
月
に
は
高
千
穂
峰
の
山
開
き
や
登
山
会
も
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、

公
園
内
に
は
、
魚
釣
り
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
な
ど
、
１

日
中
遊
べ
る
施
設
が
た
く
さ
ん
。
宿
泊
の
で
き
る
コ
テ
ー
ジ
や
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
家
族
や
友
人
達
と
花
見
を
し
な

が
ら
、
夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
約
３
０
０
万
本
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
広
が
り
、
赤

い
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
じ
ゅ
う
た
ん
で
公
園
内
が
赤
色
に
染
ま
り
ま
す
。

　

四
季
そ
れ
ぞ
れ
で
違
っ
た
景
色
が
楽
し
め
る
皇
子
原
公
園
に
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

2
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

２
月
は
、
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

毎
月
の
本
の
購
入
は
、
皆
様
の
希
望
を
中
心
と
し
て
進
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
読
み
た
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
町
の
図
書
室
に
お
越
し
下
さ
い
！

〈
新
刊
図
書
〉

①
伝
説
と
な
っ
た
日
本
兵
捕
虜　

ソ
連
四
大
劇
場
を
建
て
た
男
た
ち

②
日
本
、
遙
か
な
り

　

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
の
「
奇
跡
」
と
邦
人
救
出
の
「
迷
走
」

③
宇
宙
か
ら
帰
っ
て
き
た
日
本
人

　

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
全
12
人
の
証
言

④
愛
と
い
う
名
の
支
配

⑤
親
日
を
巡
る
旅

　

世
界
で
見
つ
け
た
「
日
本
よ
、
あ
り
が
と
う
」

⑥
子
ど
も
た
ち
の
階
級
闘
争

　

ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ブ
リ
テ
ン
の
無
料
託
児
所
か
ら

⑦
女
た
ち
の
チ
ロ
ル

⑧
タ
ン
タ
ン
タ
ン
ゴ
は
パ
パ
ふ
た
り

⑨
わ
た
し
は
あ
か
ね
こ

⑩
反
逆
の
戦
略
者
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ

　
「
真
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
共
通
し
て
い
た
16
の
行
動

⑪
極
北

⑫
夏
物
語

⑬
最
高
の
集
い
方　

記
憶
に
残
る
体
験
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

⑭
あ
た
ら
し
い
家
づ
く
り
の
教
科
書  

皇子原公園（おうじばるこうえん）

宮崎県西諸県郡高原町大字蒲牟田３- ２５１
☎０９８４（４２）３３９３
アクセス：宮崎自動車道 高原 IC から車で約 11 分

高原町観光協会ホームページQRコード
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１
月
19
日（
日
）に
、
熊
本
城

ホ
ー
ル
で
熊
本
県
人
権
子
ど
も

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
集
会
は
、
次
の
よ
う
な
ね
ら

い
で
実
施
さ
れ
ま
す
。「
熊
本

県
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計

画
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
児
童

生
徒
を
主
体
と
し
た
集
会
活
動

を
通
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
の

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
人
権

が
共
存
す
る
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。」

　

例
年
パ
ー
ク
ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は

熊
本
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
の
都
合
で
、
今
回

は
各
学
校
引
率
を
含
め
５
名
以

内
と
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
本

町
か
ら
16
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、

３
つ
の
学
校
の
体
験
活
動
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
の
次
の
感
想

文
か
ら
ご
推
察
く
だ
さ
い
。

「
人
権
子
ど
も
集
会
で
学
ん
だ

こ
と
」

　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
６
年

　
　
　
　
　
　

長
谷
部
純
孝　

　

ぼ
く
は
、
１
月
19
日
に
熊
本

県
人
権
子
ど
も
集
会
に
参
加
し

て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
差
別
や
偏
見
を
な
く

す
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
を

が
ん
ば
っ
い
る
話
が
２
つ
の
学

校
か
ら
あ
り
、
差
別
や
偏
見
を

減
ら
す
た
め
に
、
あ
い
さ
つ
が

そ
の
一
歩
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ぼ
く

が
通
っ
て
い
る
り
ん
ど
う
ヶ
丘

小
学
校
で
も
「
あ
い
さ
つ
」
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
集
会
に

貸
切
バ
ス
で
行
き
ま
し
た
。
城

さ
い
え
ん
に
着
き
、
バ
ス
か
ら

降
り
た
ら
警
備
員
さ
ん
が
い
た

の
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
ら
教

育
委
員
会
の
倉
岡
先
生
か
ら

「
長
谷
部
君
え
ら
い
ね
。
知
ら

な
い
人
に
も
き
ち
ん
と
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
ね
。」
と
ほ
め
ら

れ
ま
し
た
。
ぼ
く
と
し
て
は
、

い
つ
も
し
て
い
る
こ
と
だ
か
ら

と
思
い
ま
し
た
が
・
・
・「
あ

い
さ
つ
」
が
差
別
や
偏
見
を
減

ら
す
一
歩
に
な
る
こ
と
を
学
ん

だ
の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
あ

い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
権

子
ど
も
集
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

友
だ
ち
に
伝
え
、
自
分
の
近
く

か
ら
い
じ
め
や
差
別
・
偏
見
を

な
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
差
別
を
な
く
す
た
め
の
第
一

歩
」

　

中
原
小
５
年

　
　
　
　
　
　
　

鞭
馬
莉
子

　

私
は
、
人
権
子
ど
も
集
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
３
校
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
八

代
市
の
宮
地
小
学
校
の
人
た
ち

が
発
表
し
た
話
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
理
由
は
、
人
権
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に

ス
リ
ー
ピ
ー
ス
委
員
会
や
宮

地
・
わ
・
わ
・
わ
っ
フ
ェ
ス
タ

に
参
加
し
て
い
る
の
が
す
ご
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ス
リ
ー

ピ
ー
ス
と
は
、
３
つ
の
平
和
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
友
だ
ち
、
家

族
、
世
界
の
平
和
が
い
つ
ま
で

も
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

こ
と
や
差
別
を
な
く
す
た
め
の

パ
レ
ー
ド
を
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
が

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で

差
別
が
な
く
な
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

差
別
を
な
く
す
た
め
の
第
一

歩
は
、
相
手
に
自
分
の
気
持
ち

を
伝
え
る
。
そ
し
て
、
相
手
の

気
持
ち
を
知
る
こ
と
で
す
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
友
だ
ち
と

も
っ
と
話
す
回
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
き
よ
ら
塾
生
」
募
集

　

き
よ
ら
塾
は
、
小
学
校
３
年

生
以
上
で
す
。
４
月
14
日（
火
）

に
開
講
式
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
各
小
学
校
の
２
年
生
に
申

込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

　

火
曜
日
と
木
曜
日
の
週
２
回

実
施
し
て
い
ま
す
。
南
小
国
中

学
校
卒
業
生
の
小
国
高
校
生
が

毎
回
２
～
３
名
来
て
、
熱
心
に

教
え
て
く
れ
ま
す
。
参
加
料
は

無
料
で
す
が
、
送
迎
は
保
護
者

の
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
、
毎
回
７
時
～
８
時
30

分
ま
で
で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

191

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
い
じ
め
や
差
別
の
な
い
社
会
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

7
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１
月
26
日（
日
）、
熊
本
県
高
等
学
校
ダ

ン
ス
発
表
会
が
県
立
劇
場
で
行
わ
れ
、
県

内
か
ら
21
校
の
代
表
の
生
徒
た
ち
が
体
育

の
授
業
や
部
活
動
で
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
を
競
い
ま
し
た
。

　

小
国
高
校
か
ら
は
、
校
内
選
考
で
選
ば

れ
た
２
年
生
女
子
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
音

楽
や
振
り
付
け
を
考
え
、
何
度
も
練
習
を

重
ね
な
が
ら
、
テ
ー
マ
に
し
た
「
い
じ
め

～
未
来
は
き
っ
と
輝
く
と
信
じ
て
」
を
創

り
上
げ
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
大
舞
台
で
緊
張
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
来
場
さ
れ
て
い
る
方
々
に
ダ

ン
ス
と
い
う
表
現
の
形
で
生
徒
た
ち
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
中
高
一
貫
教
育
に
係
る

入
学
者
選
抜
が
、
２
月
３
日（
月
）に
本
校

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寒
い
中
、
朝
早
く
か
ら
南

小
国
・
小
国
中
学
校
の
受
験

生
の
姿
が
見
ら
れ
、
午
前
９

時
に
体
育
館
に
集
合
し
た

後
、
午
前
中
に
作
文
・
面
接

の
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
意
志
を

持
ち
、
試
験
に
積
極
的
に
集

中
し
て
取
り
組
む
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

合
格
者
の
皆
さ
ん
と
こ
の

春
か
ら
一
緒
に
学
べ
る
こ
と

を
、
小
国
高
校
一
同
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

家
庭
科
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」

【
高
等
部
】

　

２
月
15
日（
土
）に
、
高
等
部
で
は
授
業

参
観
を
兼
ね
て
、
保
護
者
と
一
緒
に
調
理

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

家
庭
科
の
授
業
で
は
、「
よ
り
よ
い
食

生
活
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
事
の

役
割
や
カ
ロ
リ
ー
の
計
算
、
食
品
の
栄
養

素
の
種
類
と
働
き
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
、

今
回
の
授
業
参
観
で
は
保
護
者
と
共
に「
よ

り
よ
い
食
生
活
」
に
つ
い
て
考
え
、
実
践

す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
は
ん
・
豚
汁
・
卵
焼

き
の
３
種
類
。

　

家
庭
の
中
で
、
一
緒
に
調
理
を
す
る
機

会
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
め

は
保
護
者
の
不
安
な
様
子
や
生
徒
が
緊
張

し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
調

理
活
動
を
進
め
て
い
く
と
、
保
護
者
・
生

徒
共
に
楽
し
ん
で
活
動
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

保
護
者
の
手
際
の
良
さ
や
卵
焼
き
の
味

付
け
が
家
庭
ご
と
に
異
な
る
こ
と
に
驚
く

生
徒
、
ま
た
逆
に
、
生
徒
が
調
理
器
具
の

使
用
方
法
や
調
理
手
順
を
理
解
し
て
い
る

こ
と
に
驚
く
保
護
者
も
い
る
な
ど
、
互
い

に
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

最
後
は
、
完
成
し
た
食
事
を
み
ん
な
一
緒

に
笑
顔
で
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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チ
ー
ム
一
丸
で
白
球
を
追
い
か
け
！

【
南
小
国
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ
☆
】

　

穏
や
か
な
日
差
し
に
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
ね
。
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
、「
南
小
国

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ
」
の
チ
ー
ム
名
で
活
動
し

て
い
る
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
で
す
！
今
年
度

は
、
６
年
生
が
不
在
と
い
う
状
況
で
の
活
動

で
、
こ
の
一
年
間
は
ほ
と
ん
ど
試
合
に
出
場

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
基
礎
の
練
習
を
中
心
に

一
人
ひ
と
り
の
技
術
向
上
に
取
り
組
み
ま
し

た
！
ま
た
、
来
年
度
の
試
合
に
向
け
て
練
習

試
合
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
上
級
生
の
５
年
生
の
男
の
子
３
人

は
、「
自
分
た
ち
で
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
！
」
と
日
々
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
後
ろ

か
ら
後
押
し
す
る
４
年
生
の
女
の
子
２
人

が
し
っ
か
り
者
で
、
と
て
も
気
が
利
き
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
、
園

児
が
４
人
も
加
入

し
て
い
る
の
で
賑
や

か
で
も
あ
り
、「
上

の
学
年
を
見
て
学

ぶ
・
下
の
学
年
の
お

手
本
に
な
る
」
そ
ん
な
関
係
が
築
け
て
い
る

様
子
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
球

の
技
術
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
な

が
ら
、
挨
拶
・

時
間
・
道
具

を
大
切
に
す

る
こ
と
な
ど
も

教
え
て
い
る
の

で
、
心
身
と
も
に
鍛
錬
で
き
て
い
る
よ
う

で
す
！

　

子
ど
も
達
に
負
け
な
い
く
ら
い
元
気
な

監
督
は
、
今
も
社
会
人
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー

さ
れ
て
お
り
、
南
小
国
町
の
野
球
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
！
今
の
子
ど
も

達
が
将
来
監
督
同
様
、
南
小
国
町
の
野
球

を
盛
り
立
て
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

　
「
南
小
国
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ
」
は
毎
週
水
・

木
・
土
曜
日
の
午
後
６
時
～
８
時
ま
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
教

育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
担
当
の
佐
藤
で
し
た
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会
　
き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

生
徒
の
姿
で
示
す

　

２
月
４
日（
火
）、
次
年
度
入
学
予
定
の

児
童
を
対
象
と
し
た
体
験
入
学
と
保
護
者

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
兄
、
姉
が
い
る

児
童
に
と
っ
て
は
中
学

校
の
イ
メ
ー
ジ
も
何
と

な
く
つ
か
め
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
全
て
の
児
童
が
、
新

し
い
環
境
に
進
む
今
の

心
境
と
し
て
は
不
安
も

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の

気
持
ち
は
保
護
者
の
皆

様
方
に
と
っ
て
も
同
じ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
日
、説
明
役
を
担
っ

た
本
校
生
徒
も
１
年
前
・
２
年
前
に
期
待

と
不
安
の
中
で
本
校
に
入
学
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
上
級
生
の
姿
に
学
び
な
が
ら

逞
し
く
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
溌
剌
と
し

た
本
校
生
徒
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
、

児
童
や
保
護
者
の
皆
様
方
の
不
安
を
小
さ

く
し
、
期
待
を
大
き
く
す
る
何
よ
り
の
力
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
と
そ
の
ご
家
庭
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
も
、
日
々
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
本
校
生
徒
の
姿
で
示
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　

２
月
19
日（
水
）、
本
年
度
最
後
の
授
業

参
観
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
学
年
懇
談
会
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
の
実
践

は
、
保
護
者
の
皆
様
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
ま
ず
は
何
よ

り
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
の
卒
業
生
は
30
名
。
全
員
が
こ

の
南
小
国
町
の
こ
と
が
大
好
き
で
、
こ
の
町

の
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
る
生
徒

た
ち
で
す
。
そ
し

て
、
本
校
が
自
信

を
持
っ
て
送
り
出

す
生
徒
た
ち
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地

域
の
宝
と
し
て
、
ど

う
か
大
切
に
育
て

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
）
校
長　

狹
間
卓
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

３年生最後の授業参観の様子です。
皆さん本当にありがとうございました。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

　

最
近
話
題
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
、
熊
本
で
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
も
身
近
に
感
染
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

■
症
状

　

主
な
症
状
は
、
発
熱
・
咳
・
頭
痛
・
倦

怠
感
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き

　

ま
ず
は
保
健
所
に
電
話
し
、
他
者
へ
の

感
染
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
健
所

の
指
示
が
あ
る
ま
で
は
絶
対
に
医
療
機
関

へ
行
か
な
い
で
下
さ
い
。

　

最
後
に
、
感
染
経
路
は
飛
沫
感
染
・
接

触
感
染
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
洗
い
う

が
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
混
み
を
避
け

る
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い
、
過
ご
さ
れ

て
く
だ
さ
い
。

※
今
後
、
こ
の
情
報
は
変
更
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

火
災
出
火
原
因

ラ
ン
キ
ン
グ
！

第
１
位　

タ
バ
コ

　

消
火
用
の
水
が
入
っ
た
灰
皿
を
そ
ば
に

用
意
し
て
、
そ
れ
に
一
度
つ
け
て
か
ら
灰

皿
に
捨
て
る
の
が
効
果
的
で
す
。
よ
く
や

り
が
ち
な
グ
リ
グ
リ
と
押
し
付
け
る
消
火

方
法
は
不
完
全
で
す
。

第
２
位　

放
火

　

家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
整

理
整
頓
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

第
３
位　

コ
ン
ロ

　

火
を
使
う
時
は
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。
人
間
は
何
か
別
の
事

を
始
め
る
と
そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た
事
へ

の
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
キ
ッ
チ
ン
か
ら
離
れ
な
い
事
が
大
切

で
す
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

犯
罪
被
害
防
止
！

　

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法

や
熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例
で
は
、
保

護
者
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
な
ど
に

よ
り
、
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は

　

有
害
情
報
が
含
ま
れ
る
サ
イ
ト
を
画
面

に
表
示
し
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
機
能
で

す
。
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て

必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設

定
・
有
効
化
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
家
庭

で
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う

　

保
護
者
と
子
供
が
話
し
合
っ
て
決
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、「
○
○
し
な
い
」

と
い
う
禁
止
ル
ー
ル
よ
り
「
○
○
す
る
時

は
～
」
と
い
う
条
件
付
き
ル
ー
ル
を
設
定

し
た
方
が
、
子
供
に
と
っ
て
守
り
や
す
い

ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

〈
ル
ー
ル
の
設
定
例
〉

・
ス
マ
ホ
の
利
用
時
間
は
○
時
か
ら
○

時
ま
で

・
相
手
が
不
快
に
思
う
内
容
を
書
き
込

ま
な
い

・
個
人
情
報
や
写
真
は
掲
載
し
な
い
。

・
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
時
は
、
必
ず
保

護
者
に
相
談
す
る

※
設
定
し
た
ル
ー
ル
が
形
骸
化
し
な
い
よ

う
、
保
護
者
が
関
心
を
持
っ
て
見
守
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
春
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！
　

　

例
年
、
卒
業
・
新
学
期
を
迎
え
る
こ
の

時
期
は
、
少
年
の
気
持
ち
が
不
安
定
に
な

り
や
す
く
、
ま
た
、
春
休
み
の
開
放
感
か

ら
、
家
出
や
非
行
に
走
る
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
供
の
言
葉
や

生
活
態
度
に
注
意
し
て
、非
行
の
「
兆
し
」

を
発
見
し
た
場
合
、
早
期
に
適
切
な
指
導

を
行
い
、
子
供
を
非
行
に
走
ら
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
小
国
公
立
病
院
の
現
状

小
国
公
立
病
院

副
院
長
兼
感
染
対
策
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　

堀
江
英
親

　

日
々
、
状
況
が
変
化
し
て
確
固
と
し
た
こ
と
は
、

な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
が
、
最
近
話
題
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
当
院
の
現
状
を
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。【
２
月
19
日
時
点
】

　

風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
、
無
理
を
せ
ず
自

宅
で
休
養
と
栄
養
を
お
取
り
下
さ
い
（
殆
ど
の
風
邪

は
自
然
治
癒
し
ま
す
）。

　

37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
４
日
以
上
続
い
た
り
、

強
い
だ
る
さ
や
、
息
苦
し
さ
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、

帰
国
者･

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
阿
蘇
保
健
所
内

☎
０
９
６
７
（
２
４
）
９
０
３
０
※
午
前
９
時
～
午

後
７
時
）
で
受
診
先
を
お
尋
ね
下
さ
い
。
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
方
は
、
そ
の
状
態
が
２
日
程

続
く
場
合
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

当
院
に
は
、「
帰
国
者･

接
触
者
外
来
」
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

も
し
、
帰
国
者･

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
ら
、
当
院
で
は
無
く
、
検
査
が
で
き
る
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
が
も
っ
と
増
え
て
、
現
在
の
帰
国
者･

接
触

者
外
来
で
対
応
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
当
院
で
も

診
療
が
始
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

軽
症
の
患
者
の
場
合
は
、
外
来
で
の
診
察
・
検
査
・

お
薬
に
よ
る
治
療
と
な
る
で
し
ょ
う
（
検
査
体
制
も

不
充
分
で
正
確
な
診
断
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

特
効
薬
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
他
の
感
染
症
と
比
較
し

て
極
端
に
死
亡
率
が
高
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
今

の
と
こ
ろ
の
死
亡
率
は
２
％
程
度
で
す
。
た
だ
し
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
方
は
高
率
で
す
）。

　

連
日
た
く
さ
ん
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。
確
か
な
情

報
も
多
い
で
す
が
、
特
に
不
安
が
る
こ
と
無
く
、
日

頃
か
ら
体
調
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
・
こ
ま
め
な
手
洗

い
も
し
ま
し
ょ
う
・
咳
が
出
る
時
に
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
し
ま
し
ょ
う
・
ま
た
、
で
き
た
ら
人
混
み
も
避
け

ま
し
ょ
う
。

　

仮
に
、
た
く
さ
ん
の
患
者
が
発
生
し
た
場
合
、
感

染
症
の
方
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
病
院
に
集
ま
り

ま
す
の
で
、
不
要
不
急
の
病
院
受
診
は
避
け
て
い
た

だ
い
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
た
よ
り

　

２
月
３
日
、
お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
で
節
分
の

豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豆
の
代
わ
り
に
お
手
玉
を
使
っ
て
、
赤
鬼
・
青

鬼
め
が
け
て
お
手
玉
を
投
げ
る
入
所
者
の
方
々
は
、

沢
山
の
笑
顔
と
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
「
無
病
息
災
を
祈
る
」
と
い
う
由
来
か
ら
く
る
豆

ま
き
。
入
所
者
の
方
々
の
健
や
か
な
日
々
を
お
祈

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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肝
炎
サ
ロ
ン
の
実
施
に
つ
い
て

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
様
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
、
肝
炎
に
関
心
の
あ
る

方
の
た
め
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。

　

肝
臓
の
病
気
に
対
す
る
疑
問
や
治
療

に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く

り
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
の
お
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時･

場
所

３
月
13
日（
金
）
13
時
半
～
15
時
半

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー　

講
堂

■
内
容

　

専
門
医
に
よ
る
肝
炎
治
療
の
現
状
に

つ
い
て
の
説
明
や
肝
臓
病
治
療
に
お
け

る
食
事
と
治
療
薬
の
注
意
点
に
つ
い
て

の
説
明
、
自
由
に
情
報
交
換
す
る
「
語

ら
い
の
時
間
」等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

　

過
去
に
ヒ
ト
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
、
新
種
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
感
染
症
で
す
。

●
感
染
経
路

　

現
時
点
で
は
、
飛
沫
感
染
と
接
触
感

染
の
２
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

　
　

ど
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
で
す
か
？

Ａ
．
発
熱
や
上
気
道
症
状
を
引
き
起
こ

す
ウ
イ
ル
ス
で
、
人
に
感
染
を
起

こ
す
も
の
は
６
種
類
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
う
ち
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）や
重
症
急
性
呼
吸
器

症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）な
ど
の
、
重

症
化
傾
向
の
あ
る
疾
患
の
原
因
ウ

イ
ル
ス
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
４
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
一

般
の
風
邪
の
原
因
の
10
～
15
％（
流

行
期
は
35
％
）を
占
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

は
ど
の
よ
う
に
感
染
し
ま
す
か
？

Ａ
．
現
時
点
で
は
、
飛ひ

ま
つ沫

感
染
と
接
触

感
染
の
２
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
、
ま
ず
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手

洗
い
等
の
感
染
症
対
策
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

Ｑ
．
妊
娠
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

症
状
や
胎
児
へ
の
影
響
が
あ
り
ま

す
か
？

Ａ
．
一
般
的
に
、
妊
娠
中
に
肺
炎
を
起

こ
し
た
場
合
、
妊
娠
し
て
い
な
い

時
に
比
べ
て
重
症
化
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
感
染
者
数
が

最
も
多
い
中
国
湖
北
省
で
も
、
現

時
点
で
妊
婦
の
重
症
化
の
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
胎
児
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、

現
時
点
で
胎
児
障
害
の
報
告
も
あ

り
ま
せ
ん
。（
２
月
時
点
）

●
感
染
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

手
洗
い

　

ド
ア
ノ
ブ
や
電
車
の
つ
り
革
な
ど

様
々
な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
の
手
に
も
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
外
出
先
か

ら
の
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
食
事
前

な
ど
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

普
段
の
健
康
管
理

　

普
段
か
ら
、
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、
免
疫
力
を

高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
湿
度
を
保
つ

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜

の
防
御
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
乾
燥
し

や
す
い
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ

て
、
適
切
な
湿
度
（
50
～
60
％
）
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

※
マ
ス
ク
の
効
果

　

咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
る
、
飛
沫
及
び

そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
等
病
原

体
の
飛
散
を
防
ぐ
効
果
が
高
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
と
し
て
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
こ
と
は
、
混
み
合
っ
た
場
所
、
特

に
屋
内
や
乗
り
物
な
ど
換
気
が
不
十
分

な
場
所
で
は
一
つ
の
感
染
予
防
策
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
ほ
か
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

く
し
ゃ
み
や
咳
が
出
る
と
き
は
、
飛

沫
に
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
で
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
よ
う
な
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
、
鼻
と
口
を
覆

い
ま
し
ょ
う
。

・
と
っ
さ
に
咳
が
出
る
時
は
、
袖
や
上
着

の
内
側
で
鼻
と
口
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

・
周
囲
の
人
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
ま

し
ょ
う
。

正
し
く
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

　

鼻
と
口
の
両
方
を
確
実
に
覆
い
ま

し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
手
続

き
は
３
月
31
日（
火
）ま
で
に

　

軽
自
動
車
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
で

所
有
者
（
登
録
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
し
て
な
か
っ
た
り
、
他
の
人
に

譲
っ
た
り
し
た
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
は
、

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
と

そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
に
な
り
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
に
出
産
を
さ

れ
た
方
が
対
象
と
な
り
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４

か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な

り
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以

上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
・
流
産
・

早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。

　

対
象
者
は
、「
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
」
の
方
で
、
届
出
は
出
産
予
定
日
の

６
か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

■
必
要
書
類

母
子
健
康
手
帳
（
出
産
前
の
届
出
の
方
）

■
届
出
先

南
小
国
町
役
場 

町
民
課

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）
を
開
催
し

て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

小
国
町
会
場
で
予
約
が
出
来
な
か
っ
た

場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で
の
相
談
も

可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

４
月
３
日（
金
）

　
　
　
　
　

５
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　

６
月
５
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

◎
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
下
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

≪南小国ナンバーの場合≫

車　　種
・原動機付自転車（50cc・90cc・125cc）
・農耕用の小型特殊自動車（トラクターなど）

手続き場所 役場　税務課

手続きに　
必要なもの

・軽自動車税廃車申告書兼標識返納書
・所有者および使用者の印鑑（法人の場合は代表者印）
・ナンバープレート
・変更登録する場合は販売証明書など
　（車体ナンバー、車名、排気量などが分かるもの）

≪熊本ナンバーの場合≫

車　　種
・軽四輪車
・126 ～ 250cc の二輪車

・250cc を超える二輪車

手続き場所
熊本県軽自動車検査協会
熊本市東区東本町 16-3
☎０９６（３６９）７９２０

熊本陸運支局
熊本市東区東町 4-14-35
☎０５０（５５４０）２０８６

手続きに　
必要なもの

・所有者および使用者の印鑑（法人の場合は代表者印）
・ナンバープレート
・車検証　など

※整備工場などに依頼することもできます。（別途手数料がかかります）

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

（
大
学
卒
業
程
度
）

　
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
国
家
公
務
員
採
用

情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
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「
子
育
て
支
援
医
療
費
」
助
成
制
度

が
変
わ
り
ま
す
！

　

南
小
国
町
で
は
、
現
在
０
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
を
乳

幼
児
医
療
費
助
成
制
度
と
子
育
て
支
援

医
療
費
助
成
制
度
に
て
、
医
療
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
２
つ
の
制
度
を

統
一
し
、
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制

度
に
て
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
医
療
費
助
成
を
行
い
ま
す
。
現

在
、
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
資
格
者

証
（
ク
リ
ー
ム
色
）
を
お
持
ち
の
方
は

そ
の
ま
ま
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち

方
に
関
し
ま
し
て
は
、
現
在
お
持
ち
の

受
給
者
証
（
白
色
）
か
ら
子
育
て
支
援

医
療
費
受
給
資
格
者
証（
ク
リ
ー
ム
色
）

へ
の
変
更
が
必
要
で
す
。
申
請
等
の
手

続
き
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
お
持

ち
の
受
給
者
証
と
引
き
換
え
で
子
育
て

支
援
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
福
祉
課
保
育
児
童
係
か

ら
案
内
後
、
福
祉
課
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

現行の乳幼児医療費助成

●対象者
　0歳～ 6歳（就学前）

「新」南小国町子育て支援医療費助成

制度開始：令和 2年 4月 1日
対 象 者：0～ 15 歳
助　　成：保険医療分の一部負担金
受給者証：子育て支援医療費受給資格者証

※現在お持ちの乳幼児医療費受給者証と引換えで子育て支
援医療費受給資格者証をお渡しします。

　現在、子育て支援医療費受給資格者証をお持ちの方（小
学 1年生～中学 3年生）は手続き等変更ございません。

現行の子育て支援医療費助成

●対象者
小学 1年生～中学 3年生

※小国郷及び阿蘇市一部の医療機関において、受給者証での診療の際は、必ず子育て支
援医療費受給資格者証と保険証を窓口に提示してください。

　提示しない場合は、医療費を従来どおり一時的にお支払いただき、その領収書を申請
書に添付して福祉課へ出していただけば後日払い戻しをします。

受給者証が変わります 受給者証の変更はあり
ません

広報きよら 2020.3
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「
農
業
委
員
」「
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
」
推
薦
・
募
集

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
が
平
成
28
年
度
に
改
正
さ
れ
、

農
業
委
員
会
の
組
織
・
委
員
の

選
出
方
法
や
基
準
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
般
、
法
改
正
後
２
度
目
の

委
員
改
選
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦
・

募
集
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

農
業
委
員

　

農
業
者
や
農
業
者
団
体
等
の

推
薦
・
応
募
に
よ
る
委
員
候
補

者
を
選
定
し
、
町
長
が
議
会
の

同
意
を
受
け
任
命
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
業
委
員
会
が
定
め
た
区
域

を
単
位
と
し
て
、
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
取
組
む

活
動
を
行
う
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
農
業
者
等
に
よ

る
推
薦
・
応
募
に
よ
り
農
業
委

員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
同
時
に
候
補
者

に
は
な
れ
ま
す
が
、
兼
職
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
定
員

・
農
業
委
員
10
名
（
う
ち
原
則

と
し
て
認
定
農
業
者
が
過
半

数
。
１
名
は
中
立
・
公
正
な

判
断
が
で
き
る
方
）

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

７
名

■
推
薦
・
応
募
資
格

町
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等
の

委
員
で
兼
職
す
る
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
て
い
な
い
人
。
そ
の
他
法

令
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
な

い
人
。

■
任
期

３
年（
令
和
２
年
７
月
20
日
～
）

■
推
薦
・
応
募
方
法

３
月
31
日（
火
）ま
で
に
、推
薦
・

応
募
書
類
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
）
を
農
林
課
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

☎（
４
２
）１
１
１
４

狂
犬
病
は
犬
だ
け
で
な
く

「
人
」
に
も
感
染
し
ま
す

　

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
麻

痺
や
精
神
錯
乱
な
ど
の
神
経

症
状
を
示
し
、
人
も
犬
も
ほ
ぼ

１
０
０
％
死
に
至
る
病
気
で
す
。

世
界
で
は
、
年
間
５
万
５
千
人

以
上
が
狂
犬
病
で
死
亡
し
て
い

ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
全
て

の
飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、
法
律

に
よ
り
、
生
涯
１
回
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
小
国
町
で
は
、
毎
年
５
月

頃
と
10
月
頃
に
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
予
防
注
射
は
動
物
病
院
で
も

接
種
で
き
ま
す
）。
ま
た
、
飼

い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
飼
い
主

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。

　

あ
な
た
と
愛
犬
と
み
ん
な
の

命
を
守
る
た
め
に
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所

☎（
２
４
）９
０
３
５

町
民
課 

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

孤
を
描
く
鳶
に
も
應
え
春
田
行
く　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

妻
と
行
く
散
歩
の
畦
の
蕗
の
苔　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

一
人
居
の
畦
も
早
々
焼
き
仕
舞
い　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

芋
水
車
ふ
く
ら
む
水
に
調
子
良
く　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

蠟
梅
に
父
の
面
影
た
ど
り
行
く　
　
　
　
　

北
里　

典
子

海
の
宿
渦
巻
き
満
ち
来
春
の
潮　
　
　
　
　

北
里　

典
子

青
木
の
実
持
て
隣
の
子
小
春
ち
ゃ
ん　
　
　

日
隈　

初
美

配
達
の
足
跡
朝
の
な
ご
り
雪　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

幼
児
の
も
て
な
し
受
く
る
春
茶
会　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

初
詣
甘
酒
香
る
御
影
堂　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

山
笑
ふ
里
に
聞
ゆ
る
藪
雀　
　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

知
覧
の
梅
特
攻
隊
に
思
ひ
馳
せ　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴
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南
小
国
町
「
奨
学
生
」
募
集

■
奨
学
生
の
資
格

保
護
者
の
住
所
が
南
小
国
町
に

あ
る
こ
と

■
金
額（
月
額
）

①
各
種
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校（
３
年
間
）１
万
５
千
円

以
下

②
各
種
大
学
・
高
等
専
門
学
校

（
①
以
外
の
期
間
）
２
万
５
千

円
以
下

■
受
付
期
間

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

■
申
込
用
紙

教
育
委
員
会
事
務
局
に
用
意
し

て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

☎（
４
２
）０
０
４
７

定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

３
月
19
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

役
場 

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 
戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

「
猫
よ
け
器
」
の
貸
し
出
し

　

猫
の
嫌
う
超
音
波
を
発
生
さ

せ
、
敷
地
内
へ
猫
の
侵
入
を
防
ぐ

機
器
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

■
貸
出
対
象　

南
小
国
町
民

■
貸
出
期
間　

15
日
以
内

■
貸
出
台
数　

１
世
帯
２
台
ま
で

■
貸
出
料　

無
料

　

使
用
の
際
に
は
乾
電
池（
１

台
に
つ
き
単
一
４
本
）が
必
要
と

な
り
ま
す
（
※
要
個
人
負
担
）。

　

ま
た
、
貸
出
総
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

尚
、
貸
出
申
請
書
の
提
出
を

も
っ
て
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

「
印
鑑
」
と
「
身
分
証
」
を
持

参
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

休
日
在
宅
医

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

日
隈　

好
之　
様　

椚
の
本

（
故
）照
之　
　

様　
　
　
　

麻
生　
　

定　
様　

鬼　

渕

（
故
）ス
ズ
子　

様　
　
　
　

高
埜　
　

薫　
様　

鬼　

渕

（
故
）千
鶴
子　

様　
　
　
　

岩
下　

次
幸　
様　

志
津
上

（
故
）正
幸　
　

様　
　
　
　

（
令
和
２
年
２
月
12
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

い゙
い゙～

い゙
い゙～

あ
あ゙～゙

あ
あ゙～゙

ど
う
し
た
の
で

あ
る
か
!?

鼻
が
真
っ
赤
で

あ
る
ぞ
!!

ど
う
し
た
の
で

あ
る
か
!?

鼻
が
真
っ
赤
で

あ
る
ぞ
!!

で
も
花
粉
が
飛
び

始
め
た
よ
う
で…

で
も
花
粉
が
飛
び

始
め
た
よ
う
で…

う
が
い
・手
洗
い

目
洗
い
を
徹
底
！

う
が
い
・手
洗
い

目
洗
い
を
徹
底
！

つ
い
で
に

鼻
う
が
い
に
も

挑
戦
す
る
ん
ラ
ヨ
！

つ
い
で
に

鼻
う
が
い
に
も

挑
戦
す
る
ん
ラ
ヨ
！

気
持
良
く
て

鼻
う
が
い
や
り
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
ん
ラ
ヨ
…

気
持
良
く
て

鼻
う
が
い
や
り
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
ん
ラ
ヨ
…

鼻
が
痛
い
季
節
が

ま
た
今
年
も
や
っ
て

来
た
ん
ラ
ヨ
・・・・

鼻
が
痛
い
季
節
が

ま
た
今
年
も
や
っ
て

来
た
ん
ラ
ヨ
・・・・

と
は
い
え

ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
い
て

い
る
ん
ラ
ヨ…

と
は
い
え

ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
い
て

い
る
ん
ラ
ヨ…

か
ふ
ん

か
ふ
ん

とと

も
う
す
ぐ

春
!!
も
う
す
ぐ

春
!!

は
る
は
る

さ
む
さ
む

ひひ

つ
づ
つ
づ

て

　あ
ら

て

　あ
ら

き
も
ち

き
も
ち

は
な
は
な

すす

よよ

は
な
は
な

まま

かか

は
な
は
な

ち
ょ
う
せ
ん

ち
ょ
う
せ
ん

め

　あ
ら

め

　あ
ら

て
っ
て
い

て
っ
て
い

は
な
は
な

い
た
い
た

き
せ
つ

き
せ
つ

こ
と
し

こ
と
し

きき は
じ
は
じ

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

3/15～
4/12 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科

3/15(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、消化器内科（胃腸内科）、外科
20(金) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科
22(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科
29(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科、胃腸科
4/5(日) さかなしハートクリニック ☎24-6262 内科、循環器科
12(日) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科
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3/
9月

11 火

11 水

12 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

消費生活相談日　9：00～16：00　役場
心配ごと･行政相談　10：00～　りんどう荘
1歳6か月児健診　13：15～受付

　おぐに町民センター
法律相談　13：30～　役場

20 金 春分の日

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水 春休み子どもデイサービス　4/8まで
【要申込：りんどう荘】

26 木
消費生活相談日　9：00～16：00　役場
保育園卒園式　10：00～　各園
1歳児健診　13：15～受付　管理センター

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火 国民健康保険税　第10期　納期限

4/
1水

2 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

3 金
保育園入園式　10：00～　各園
出張年金相談　10：00～15：00　おぐに町民センター

【要予約：熊本東年金事務所☎096(367)2503】

4 土

5 日

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

２
／
４
生　

樋ひ
ぐ
ち口　

和と

な來
ち
ゃ
ん

　
（
父
）悠
生･

（
母
）小
百
合　

満
願
寺
団
地

２
／
５
生　

佐さ
と
う藤　

輝こ
う
だ
い大

く
ん

　
（
父
）俊
一･

（
母
）麻
美　
　

扇　

下

２
／
７
生　

田た
な
か中　

優ゆ

ら空
ち
ゃ
ん

　
（
父
）康
誠･

（
母
）希
望　
　

鬼　

渕

２
／
10
生　

麻あ
そ
う生　

康こ
う
た太

く
ん

　
（
父
）健
太･

（
母
）麻
友
美　

黒　

川

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

２
／
２　

髙
野
こ
ず
え（
61
）陣　

内

２
／
12　

仲
摩　

義
信（
83
）新
町
２

２
／
14　

菊
池
　
岳
國（
85
）坂
の
下

２
／
15　

井
野
　
末
男（
80
）脇　

戸

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

３月・４月令和２年

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町の人口
（1月31日現在）

世帯数　1,796世
帯

（－６）〈＋５〉
　男　　1,884人

（－３）〈－17〉
　女　　2,121人

（－10）〈－39〉
　計　　4,005人

（－13）〈－56〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比
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2月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　（父）雄一朗さん

　（母）忍さん

お兄ちゃんたちと遊ぶのが大
好きです。ワクワクをたくさん
見つけて、優しくたくましく育っ
てくださいね。

山内　智仁 くん
ともとも ひとひと しゅんしゅん かか

31.2.13生

田の原
　（父）利幸さん

　（母）ハンさん

おたんじょうびおめでとう！いつ
も元気で明るいしゅんかちゃん
^_^ これからもすくすく大きく
なぁれ。

田島　春華 ちゃん

31.2.27生

黒川

BIRTHDAY
   H

A
PPY

　（父）信弘さん

　（母）理代さん

じぃじ・ばぁばが作ったお米が
だ～いすき♡これからもたくさ
ん食べてにぃにといっぱい遊ん
で大きくなってね😄😄

佐藤　杏莉 ちゃん
あんあん りり

31.2.12生

田の原

つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報
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 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

　長崎県南島原市で開催された「第 19 回南島原市セミナリヨ現代版画
展」において、南小国中学校の生徒２名が表彰されました。南中生の活
躍は地元の励みにもなります。おめでとうございます。
・南島原市議会議長賞　畑本悠那さん（１年）
・南島原市文化協会賞　権藤雄大さん（１年）

「僕らには黒板とチョークがあればいい」
　熊日新聞に掲載され話題となった、小国高校生による空き教室の黒板を利用したチョークアート。

［写真左から］佐藤太一さん（小国町）、河津晋太朗さん（新町２）、佐藤隆稀さん（扇上）、日野虎太郎さん（志津
下）の４人が約１ヶ
月かけて完成させた
卒業制作で、チョー
ク独 特 の質 感 を活
かした見事な大作で
す。
今夏頃開催予定の
小国高校フェスティ
バルにおいて一般公
開予定とのことです
ので、町民の皆さん
にもぜひ「実物」を
ご覧いただきたいで
す。感動ものです！

表彰式に出席した畑本さん（2/22）

卒業式前日、４人揃って「最高」の笑顔で…（2/29）
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